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Quelle ame est sans d~fauts? 
J'ai fait la fnagique etude 
Du bonheur, qu'aucun n'6lude. 
Salut ~ lul, chaque fois 
Que chante le coq gaulois. 
Ah! je n'aurai plus d'envie: 
Il s'est charg6 de ma vie. 
Ce charme a pris ~me et corps 
Et dispers6 ies efforts. 
O salsons, 6 ch~teauxl 
I.'heure de sa fuite, h6lasl 
Sera i'heure du tr6pas. 
d saisons, 6 chateauxl(22) 
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　　Paω以来，われわれに親しいものであるが，一方でエスカルピEscarpit，Robert等は，
　　翻訳の創造的側面を積極的に評価すべきだ，と主張している。ここではエスカルピ
　　等の立場に依った。
27）『佛蘭西文壇の現在』一「朽葉全集第二巻」（前掲書）p．1！6．（初出は「早稲田文学」
　　1913．）
28）完成原稿としてのこっているものは以下の15篇である。（）内は原題。
　　異國人（L1趾ra㎎er），老婆の絶望（Le　D6sespoir　de　la　vieme），嚢術家告自の穣り（Le
　　C㎝〃ωγdeザartiste），おどけ手（Unplaisant），二重の室（LaChambredouble），
　　犬と香壕（LeChieneHef1ac㎝），貧人の玩具（LeJoujoudupawre），夕べの薄明
　　り（LeCr6pusculedusoir），酔ひ擬れよ（Enivrez－v㎝s），窓（LesFen鮒es），鏡（Le
　　Miroir），港（Le　Port），スウプと雲（La　Soupe　et1es㎜ages），射的場と墓地（Le
　　Tir　e〕e　c㎞e雌re），後光の紛失（Perte　d’aurξole）（『翻訳』一「朽葉全集第一巻」（前
　　掲書）PP．309－335．）
　　これらの翻訳作業と朽葉の詩作との関係については，また，別の論考が必要となろ
　　う．
29）Baudelaire，Char1es．’A　Ars壱ne　Houssaye’“Le　Sp1een　de　Paris”in肋肋81〕o～榊召82悦
　　〃os2　（工2∫〃召舳伽Pαれ∫）　．CoHections　CLASSIQUE　GARN肥R，Paris：Gamier
　　Frさres，ユ962．pp．6－7，
30）福永武彦訳㌘パリの憂愁』一「ボードレール全集工」人文書院，1963．p．282．
31）『遺稿雑纂』一「朽葉全集第二巻」（前掲書）p．227．
32）1908隼（明治41年）増田篤夫宛書簡一「朽葉全集第二巻」（前掲書）p．299．
33）191さ年（大正5年）高木しろ子宛書簡一「朽葉全集第二巻」（前掲書）p．377．
34）朽葉の詩作品の中には，朽葉自身にとって預言的性格を持った詩篇がいくつかある．
　　前掲註2で示した拙稿「三富朽葉の文学空間（I）」でも，そういう特性にふれてい
　　る．
35）生前，朽葉の諸作品はその一部が各種雑誌に掲載されたのみで，著作の全体像が姿
　　を現したのは，没後6年たった1926年（大正15年）の「三富朽葉詩集」（第一書房刊）
　　が初めてである．散文詩『燦けた鍵』は遺稿だったので，初出はこの「三富朽葉詩
　　集」ということになる．雑詩『詩と詩論』に先駆したはずの十数年は，不運なこと
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に，字義どおり〈埋もれた〉十数年であった．
［付記］
　本論文は筑波大学比較・理論文学会工990年度第1回例会（4月21日・筑波大学）に
おける口頭発表をまとめたものである。
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